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京都外科集談曾 12月例曾

陰嚢内Lリグラ1 司王 石 茂

棉腸間膜症＝因ルLイレウスL J 1例 中 津 .，，菩 良E

肺炎双球菌症ノ 2例 清 7.k 準

多護性骨髄腫 ノ1例 央 由 裳

馬尾神経部員珠腫ノ 1例 E種 見 .f」、． '-J'. 

胃腸吻合轍入脚ノ軸捻輔 宮 脇 賓

瞬帯しヘル＝ア寸ノ 1例 、小田切治.JE 

後腹膜脂肪繊維肉腫ノ 1例 渡謹三 喜 男

頚動脈腺切除ノ経験 向 調禰右衛門

特護性総輪踏管蹟張症 渡謹三 喜男
． 

京都外科集設曾 1月例曾
耳下腺部混合腫務ノ所見ヲ呈セル培瑚腫 ．， ・ 松 茂 美

過剰f白骨ヲ件ヘル骨形成不全症ノ 1fVIJ 綾 仁 富 嫡

・主幹身震顛＝針スル脳皮質焦鈷切除ノj妓果 山 本 龍

グラム陽性双球菌感染＝ヨ ル難治性手術例 清 7.k 準 一
部分的別出術＝ヨツア軽快セ／レLピネアローム寸 星 虫子 デリ

肉腫ト思ハレタル服需内被細胞腫 中 山 岡t

四肢疾患＝針スル動脈内注射療法＝就テ

附・動脈内注射＝ヨ ノレ末梢血行障碍新横査法 本.－車 欣

豆大ナル移樽痛ヲ有スル肝左葉ノ切除治験例 石 里子 講 f締

京都外科集践曾2月例曾
庚汎ナル Ulcusr,odens f患者供覧 楊 明

先天性血管腫＝封スノレLラヂウム寸ノ殺果 ． 石 JI( 孝 明
．． 

胸！腹部疹痛＝針スル背柱外Lアルコール寸注射ノ経験 本 庄 夫
Lチフス寸性肋軟骨ノ 3例 倉 彦ノ 市

陳茜性血胸ノ 2-wi1 徳 岡 俊 モ欠

京都外科集談曾5月例曾
昭和19年 3月初日（日）午前 9時半ヨリ京友醤単純外科整形外科壊講堂＝於テ下記ノ研究報

告ガアリ。来合者 150名＝建シタ。
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京都帝岡大拳助授敬

構野 ；；！＇.＇己
!iii. 芳脅敏博士沃度先!Jn筒宝撮影法1) 

京都府立健科大事講師

河村 、 謙野敏博士

京都帝岡大観教授

持＞｝.＼W士近

植移.m. 
目2) 

矢銃藤

曾員動静

所調坐骨紳経痛3,) 
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満洲閥北安省銭鍵l際立措置院内

鹿児島l孫指宿郡指街町、渡騨前

佐賀市外高木瀬村佐賀隙軍病院街生部見習士宮

長崎線東彼杵郡川棚町小市

繭岡市野岡目，臨時編岡第二際軍病院

東京都世岡谷区千歳鳥山町 759番地

製橋市具製橋定量1fi'.病院高師原分院

京都市 lニ京区出雲路俵町29

伊丹市伊丹忠岡町326の18

野韓国敏自I＼方三重県革津市南糧費町

兵庫曜草加古郡高砂田r鎖淵窯業徐式合枇

外科研究室

大F宮市橋本町北村良子方

愛媛l採八幡漬市市立八幡潰病院

’高砂化製工場附属病院外科

東京都淀橋区西大久保 1の447

名古屋市東区百人町18番地

京都市中京区錦小路大宮西入

大阪市天王寺区元町1504天宝寺胞薬療病院内

東京都麻布医飯倉片町6番地

大阪市東住吉区間塗本田1・5丁目43番地

東京都淀繍砥諏訪町・56番地

体務寺方

:if科七次郎方




